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六
投
稿
原
稿
は
、
コ
ピ
ー
を
一
部
添
付
す
る
こ
と
。
原
稿
は
著
者
校

正
の
際
も
原
則
と
し
て
返
却
し
な
い
の
で
、
手
元
に
コ
ピ
ー
を
一

部
残
す
こ
と
。

七
著
者
校
正
は
、
原
則
と
し
て
原
著
・
総
説
・
研
究
ノ
ー
ト
・
広
場
・

資
料
を
対
象
と
し
、
初
校
の
み
と
す
る
。
校
正
は
印
刷
上
の
誤
植

を
訂
正
す
る
に
留
め
、
原
稿
の
改
変
や
、
そ
の
他
の
組
み
替
え
は

認
め
な
い
。
校
正
刷
り
の
返
送
期
日
を
厳
守
す
る
こ
と
。
期
日
ま

で
に
返
却
さ
れ
な
い
場
合
は
責
了
と
み
な
す
。

一
○
月
一
四
、
一
五
日
の
両
日
に
わ
た
っ
て
京

編
集
後
記
一
都
府
立
医
大
図
書
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
た

第
一
○
一
回
総
会
お
よ
び
学
術
大
会
は
、
中
橋
彌
光
会
長
以
下
、
京
都

医
学
史
研
究
会
の
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
で
成
功
裡
に
終

わ
っ
た
。
同
時
に
行
わ
れ
た
京
都
の
看
護
・
保
健
・
助
産
史
に
関
す
る

企
画
展
示
も
見
応
え
が
あ
り
、
い
ず
れ
論
文
化
を
お
願
い
し
た
い
。
▼

演
題
数
の
増
加
は
た
い
へ
ん
結
構
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
分
、
発
表
．

質
疑
応
答
の
時
間
が
削
ら
れ
、
教
育
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
い
っ
た

企
画
も
立
て
ら
れ
な
い
。
演
題
の
内
容
に
よ
っ
て
発
表
の
会
場
を
分
け

る
か
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
増
や
す
と
い
っ
た
工
夫
が
必
要
と
な
ろ
う
。

八
刷
り
上
が
り
一
○
印
刷
ペ
ー
ジ
（
四
○
○
字
詰
原
稿
用
紙
で
二
四

枚
）
ま
で
は
原
則
と
し
て
無
料
と
し
、
超
過
分
と
図
表
製
版
の
実

費
は
著
者
負
担
と
す
る
。

九
論
文
別
刷
は
五
○
部
単
位
と
し
、
実
費
で
作
製
す
る
。
別
刷
希
望

者
は
校
正
刷
同
封
の
申
込
書
に
部
数
を
明
記
す
る
こ
と
。
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’
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本
郷
綱
ビ
ル
ニ
階

財
団
法
人
日
本
学
会
事
務
セ
ン
タ
ー
学
会
共
同
編
集
室
内
、

日
本
医
史
学
雑
誌
編
集
委
員
会

▼
本
誌
も
投
稿
原
稿
が
増
え
、
掲
載
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
。

投
稿
者
の
意
欲
を
そ
ぐ
よ
う
な
こ
と
に
も
な
り
、
こ
れ
も
な
ん
と
か
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
、
年
間
四
号
分
の
総
頁
数
は
七
一
○
が
限

度
で
あ
る
。
予
定
し
て
い
た
「
医
史
学
関
係
文
献
目
録
（
一
九
九
九

年
）
」
も
次
年
度
送
り
と
な
っ
た
。
▼
医
学
部
内
に
か
ぎ
ら
ず
、
一
般
に

医
史
学
は
不
要
不
急
の
学
問
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
学
生
も
な
か
な
か

過
去
に
目
を
む
け
よ
う
と
し
な
い
。
役
人
に
も
学
生
に
も
そ
つ
ぼ
を
向

か
れ
た
ら
、
医
史
学
の
立
つ
瀬
は
な
い
。
新
し
い
世
紀
は
医
史
学
の
存

在
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
（
新
村
拓
）
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